





Theory of Price and Quality 
－ a trial of quality economics －
YAMASHITA Kageaki 
要旨
　　Japan must win not only price competition but quality competition in both agricultural products and 
industrial products. But usual economics has not taken a problem of quality into careful consideration. 
This paper deals a problem of quality with quality cost, cost which makes quality and number of sale as 
result of quality. I think that number of sale is a function of price and quality cost, and a set of quality 
cost and number of sale under constant price expresses quality level. I think that profit of enterprise 
and farmhouse is a function of price and quality cost, I examine condition of profit maximization in each 
of three cases. This paper shows adjustment process to profit maximization in each case, and examins 
which strategy and what case had better be adopted in these three cases.
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PAUL CHAMPSAUR and JEAN‒CHARLES ROCHET（1989）は、品質からの効用関数 u(θ, q)(θは消費
者の好み、q は品質をあらわす）を前提にして議論を展開しているが、品質 q そのものの定義はない。
Charles E. Hegji（1995）は、需要 X が、Px（X1単位当たり価格）、Pq（品質１単位の価格）、q（X1単
位当たりの品質）の関数であることを前提に利潤最大化のための条件式を算出しているが、品質そのも
のの定義が与えられておらず、あたかも品質の数値が測定できるかのような前提には疑問がある。また、
STEVEN BERRY and JOEL WALDFOGEL（2010）は、生産物 j に対する消費者 i の効用 uij＝θiδj－mc(δj)
（θiは消費者 i の支払い意思額、δj は生産物 j の品質をあらわす。また価格 pi＝限界費用 mc(δj)を仮定）
として、品質からの消費者の効用を最大にする条件を求めているが、品質δj そのものの定義はない。 一






































また、QをXとCqの組み合わせとして、Q1＝(X1, Cq1), Q2＝(X2, Cq2), Q3＝(X3, Cq3)とあらわすことも可
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図２で、 品質費用が Cq1と同じであるが販売数が X1と X2で異なることをもって、A点とC点の品質水準
が異なるとはいえない。 販売数が異なるのは、C点の価格がA点の価格より低いからである。また、 販売








とは、（品質の結果である）販売数 X を実現し、そのための品質費用が Cqであるような品質のことである、
と定義することにする（注７）。
図２において、価格の水平線上で異なる２点は、販売数も品質費用も異なる。A点は、販売数 X1、品質
費用 Cq1の組み合わせ（X1, Cq1）で品質水準が特定される点であり、 B点は、販売数 X2、品質費用 Cq2の





外費用）に分けて考えるべきである。可変費用 cX（c は平均可変費用）については、品質費用は cX より
もc において考えるほうがよい。なぜなら、 cX の中のX（販売数あるいは生産数）は品質の結果であり、
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参照）。固定品質費用の水準を Fq1 に固定したときの、cq と X の関係をあらわす曲線が描かれている
（注9）。
Fq2＞Fq1なので、Fq2に対応した曲線の高さは、Fq1に対応した曲線よりも全体的に高い位置にある。
価格が P0 の水準で所与ならば、底面における平均可変品質費用と固定品質費用の組み合わせ（cq, Fq）





図 3. 品質曲面 
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図 5. 価格・平均可変品質費用と販売数の関係 
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販売数をあらわす関数 X＝X(P, cq, Fq) における独立変数、cq と Fq のそれぞれにある特定の数値
(cq0, Fq0)を与えて固定すると、 P と X の２つの変数の間の関係式が明示的に示される。cq と Fq を所与
とするとき、P が X を決める関係をあらわす関数 X＝X（P, cq0, Fq0）を価格関数と呼ぶことにする
（注13）。
価格関数において、通常、P が低下すれば X が増加する。
4.2.2　品質関数－平均可変品質費用と販売数の関係－
販売数をあらわす関数X＝X(P, cq, Fq)のうち、 Pにある特定の数値P0を与えて固定すると、品質費用（cq、
Fq）とX の3変数の間の関係式、X＝X（P0, cq , Fq）が品質をあらわす関数として明示的に示される。次に、
販売数をあらわす関数 X＝X（P , cq , Fq）における変数、 P とFq のそれぞれにある特定の数値（P0、Fq0)を
与えて固定すると、cqとXの関係式が明示的に示される。P とFq を所与としたとき、cq が X を決める関







ときの、 P と X の関係をあらわしたものが、図６でP 曲線として示してある。このP 曲線は価格曲線と呼
べるものである（注15）。 P , cq , Fq の３つの変数が X を決めるその影響関係の中で、価格P が販売数 X に影
響を与える関係だけをあらわす曲線であるから、価格曲線という名称が付せられたのである。図６でこ






線と呼べるものである。 P, cq, Fq の３つの変数が X を決めるその影響関係の中で、平均可変品質費用cq
が販売数 X に影響を与える関係だけをあらわす曲線であるから、品質曲線という名称が付せられたので























図６で、 PA曲線に沿ってPの水準を下げていくと、 P が cq1に接近していく（つまりP／cq↓）ので、 P の
水準が下がると、 P の同じ減少幅に対して販売数X の増加幅が大きくなる。したがって、 PA曲線は（PLよ
りも下の価格水準の範囲では）原点0に対して凸の形状をしていると考えられる。このことは他のPB 曲線
などでもいえることなので、一般にP 曲線は原点0に対して凸の形状をしていると考えられる。また同様に、











































































P 曲線は、cq や Fq が変化するとシフトする。PA曲線は cq が cq1のときのP 曲線であるが、cq が cq2 
に上昇すると P 曲線は右にシフトしPB 曲線となる。また、Ｑ曲線は、P や Fq が変化するとシフトする。











企業は、PとcqとFqを自由に調整する。そしてこれら P, cq, Fq によって X が決まる。そして販売数（生




ることになる。１つ目は、 Pとcq および Fq が X を決め、この X が利潤の決定に影響を与えるルートであ
る。２つ目は、この X がFx(X)を通じて利潤の決定に影響を与えるルートである。前者はPとcqおよびFq
が間接的に利潤の決定に影響を与えるルートであり、後者は二重の意味で間接的に影響を与えるルート












                



























↑                                 ↓ 
 ← ←(設備投資など) ← ← ← (予算の拡大) ← ← ←  (利潤の蓄積) 






X は P に関して減少関数であるので、　∂X ／∂P＜0  ……①
また、X は cq と Fq のそれぞれに関して増加関数であるので、
  ∂X ／∂cq＞0,     ……②
  ∂X ／∂Fq＞0     ……③
前述の値ごろ感の考え方により、 P／cqが上昇すると販売数 X が減少し、 P／cqが下落すると販売数 X
が増加する。
P 曲線（価格曲線）に関しては、 P の水準が小さくなるにつれて、 P1単位の減少によるX の増加、つま
りP 曲線の接線の傾き－∂X ／∂P （＞0）がますます大きくなるので、　∂2X ／∂P2＞0　 ……④
Q 曲線（品質曲線）に関しては、cqの水準が大きくなるにつれて、cq1単位の増加によるX の増加、つ
まりQ 曲線の接線の傾き∂X ／∂cq（＞0）がますます大きくなるので、　∂2X ／∂cq2＞0 ……⑤
価格P が競争相手の企業の価格 P Lを上回れば、この企業の販売数は急速に減少すると考えられる。
したがって、　 P≦ PL　であることが好ましい。  ……⑥
5.3　利潤の最大化




















































によって利潤を最大化する。利潤は２変数P,  cqの関数Π＝｛Ｐ－（cq＋cn0）｝・X（P, cq,  Fq0）－｛Fq0＋Fx（X
（P, cq, Fq0））＋Fn0｝となり、利潤Πが最大になる１階の条件は、　
　∂Π／∂P＝0、∂Π／∂cq＝0     ……⑧
また２階の条件は、 　∂2Π／∂P2＜0     ……⑨
　　　∂2Π／∂P2  ∂2Π／∂P∂cq
      　　＞0  ……⑩　　　　　　　　　　
　　　∂2Π／∂cq∂P ∂2Π／∂cq2　
































PとcqがX を変化させる。このうち、Pが一定のままで cq がX を変化させる部分だけをとりだしたとき














































（注18） より正確には、 P ／（cq＋Fq／X）の大小で測るほうがよいかもしれない。
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